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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 34,987,869 33,451,305 45,675,569

経常利益 （千円） 5,079,839 3,834,212 6,165,469

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 3,606,172 2,590,358 4,566,674

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,652,079 2,509,039 4,631,490

純資産額 （千円） 44,597,081 47,413,571 45,576,492

総資産額 （千円） 55,762,173 58,290,318 56,949,508

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 300.53 215.88 380.58

潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.98 81.34 80.03

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 5,336,071 5,691,812 8,167,901

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △3,213,280 △1,780,771 △4,875,493

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △888,730 △359,559 △1,036,391

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 23,316,965 27,781,459 24,173,854

 

回次
第50期

第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　10月１日
至平成30年
　12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 86.28 48.36

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成31年２月14日）現在において判断したものであります。

(1)　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

①　経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の経営成績や所得環境の改善などを背景に、自動化に向

けた設備投資や個人消費は底堅く推移した一方で、下期以降は、米中貿易摩擦の激化など海外の政治・経済の先行

き不透明感が高まり、企業マインドの低下から設備投資にもかげりが見られました。海外においては、米国では良

好な雇用・所得環境を背景に個人消費の拡大が続き堅調を維持いたしましたが、欧州やアジア新興国では外需の停

滞や地政学リスクの深刻化を受けて減速傾向で推移いたしました。特に終盤にかけては、中国において投資や個人

消費の低下が顕著になりました。

当社グループの属する電子部品業界におきましては、車載向け部品やデジタル化の進展にともなう産業機器向け

部品の需要は底堅く推移いたしましたが、携帯情報端末向け部品は、普及一巡や買い替えサイクルの長期化などに

より在庫調整の動きが加速し、急激な落ち込みとなりました。

このような情勢の中で、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結売上高は33,451百万円（前年同期比

1,536百万円減、4.4%減）、営業利益は3,424百万円（前年同期比1,375百万円減、28.7%減）、経常利益は3,834百

万円（前年同期比1,245百万円減、24.5%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,590百万円（前年同期比

1,015百万円減、28.2%減）となりました。

当社グループの種類別区分ごとの売上高でありますが、集積回路は、携帯情報端末向け部品の受注が減少したこ

とにより、28,649百万円（前年同期比2,196百万円減、7.1%減）となりました。機能部品は、海外向けサーマルプ

リントヘッドの受注が増加したことにより、4,699百万円（前年同期比682百万円増、17.0%増）となりました。

②　財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、売上債権は減少したものの現金及び預金などの増加に

より58,290百万円（前連結会計年度末比1,340百万円増）となりました。負債の部につきましては、未払法人税等

などの減少により、10,876百万円（前連結会計年度末比496百万円減）となりました。これらの結果、純資産の部

は47,413百万円（前連結会計年度末比1,837百万円増）、自己資本比率は81.3%となりました。

③　キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は、27,781百万円となり、

前連結会計年度末と比較して3,607百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は5,691百万円（前年同期の増加した資金は5,336百万円）となりました。主な資

金増加の要因は、税金等調整前四半期純利益3,832百万円、減価償却費2,393百万円、売上債権の減少額1,221百万

円等であり、主な資金減少の要因は、法人税等の支払額1,675百万円、賞与引当金の減少額630百万円等によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は1,780百万円（前年同期の減少した資金は3,213百万円）となりました。主な資

金増加の要因は、定期預金の払戻による収入1,128百万円等であり、主な資金減少の要因は、有形固定資産の取得

による支出2,851百万円、無形固定資産の取得による支出37百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は359百万円（前年同期の減少した資金は888百万円）となりました。資金増加の

要因は、長短借入れによる収入1,770百万円であり、資金減少の要因は、長短借入金の返済による支出1,176百万

円、配当金の支払額671百万円、リース債務の返済による支出281百万円によるものであります。
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(2)　経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(3)　事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,054百万円であります。なお、当

第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,600,000

計 40,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,000,000 12,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 12,000,000 12,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 12,000,000 － 4,545,500 － 5,790,950

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,997,200 119,972 －

単元未満株式 普通株式     2,100 － －

発行済株式総数         12,000,000 － －

総株主の議決権 － 119,972 －

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アオイ電子株式会社
香川県高松市

香西南町455-1
700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について監査法人ラットランドによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,302,554 27,781,459

受取手形及び売掛金 10,447,243 9,384,672

電子記録債権 910,769 751,718

商品及び製品 75,740 93,214

仕掛品 775,390 813,266

原材料及び貯蔵品 1,093,799 1,267,931

前払費用 63,640 76,660

その他 393,579 104,880

貸倒引当金 △13,962 △12,163

流動資産合計 39,048,755 40,261,642

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,354,577 18,021,234

減価償却累計額及び減損損失累計額 △12,141,998 △12,805,964

建物及び構築物（純額） 4,212,578 5,215,270

機械装置及び運搬具 42,030,379 42,627,408

減価償却累計額及び減損損失累計額 △38,663,006 △39,266,598

機械装置及び運搬具（純額） 3,367,372 3,360,809

工具、器具及び備品 7,414,427 7,431,723

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,060,473 △7,041,560

工具、器具及び備品（純額） 353,954 390,162

土地 3,384,211 3,384,211

リース資産 279,514 300,264

減価償却累計額及び減損損失累計額 △125,936 △154,726

リース資産（純額） 153,577 145,537

建設仮勘定 2,122,433 1,490,169

有形固定資産合計 13,594,128 13,986,160

無形固定資産   

のれん 187,086 177,573

その他 271,151 256,730

無形固定資産合計 458,237 434,303

投資その他の資産   

投資有価証券 2,461,183 2,388,922

退職給付に係る資産 34,863 35,245

繰延税金資産 910,660 737,270

その他 441,678 446,773

投資その他の資産合計 3,848,386 3,608,212

固定資産合計 17,900,752 18,028,676

資産合計 56,949,508 58,290,318
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 3,073,324 ※ 2,763,020

電子記録債務 ※ 1,726,075 ※ 1,967,923

短期借入金 190,000 475,000

1年内返済予定の長期借入金 322,248 264,612

リース債務 56,590 57,730

未払金 1,981,356 2,059,616

未払法人税等 1,021,089 332,398

賞与引当金 832,657 202,473

その他 ※ 944,118 ※ 1,318,094

流動負債合計 10,147,459 9,440,869

固定負債   

長期借入金 403,065 769,106

リース債務 108,075 97,876

繰延税金負債 77,392 57,518

役員退職慰労引当金 21,834 21,834

退職給付に係る負債 405,891 370,603

資産除去債務 27,016 27,124

その他 182,280 91,813

固定負債合計 1,225,556 1,435,877

負債合計 11,373,015 10,876,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,545,500 4,545,500

資本剰余金 5,790,950 5,790,950

利益剰余金 35,283,085 37,201,482

自己株式 △1,419 △1,419

株主資本合計 45,618,116 47,536,513

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 148,357 69,620

退職給付に係る調整累計額 △189,980 △192,562

その他の包括利益累計額合計 △41,623 △122,941

純資産合計 45,576,492 47,413,571

負債純資産合計 56,949,508 58,290,318
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 34,987,869 33,451,305

売上原価 27,174,965 27,015,773

売上総利益 7,812,903 6,435,532

販売費及び一般管理費 3,012,206 3,010,829

営業利益 4,800,696 3,424,702

営業外収益   

受取利息 13,278 10,123

受取配当金 9,905 11,051

受取技術料 59,247 124,198

受取補償金 62,074 3,224

為替差益 62,192 154,797

持分法による投資利益 29,193 57,964

その他 84,310 96,540

営業外収益合計 320,202 457,899

営業外費用   

支払利息 9,195 7,394

支払補償費 5,488 13,445

貸与資産減価償却費 20,911 20,551

その他 5,465 6,997

営業外費用合計 41,060 48,389

経常利益 5,079,839 3,834,212

特別利益   

固定資産売却益 973 1,095

投資有価証券売却益 100 －

特別利益合計 1,073 1,095

特別損失   

固定資産除却損 60,128 2,893

特別損失合計 60,128 2,893

税金等調整前四半期純利益 5,020,784 3,832,414

法人税、住民税及び事業税 1,256,497 1,054,763

法人税等調整額 158,114 187,293

法人税等合計 1,414,612 1,242,056

四半期純利益 3,606,172 2,590,358

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,606,172 2,590,358
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 3,606,172 2,590,358

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 19,506 △78,737

退職給付に係る調整額 26,400 △2,581

その他の包括利益合計 45,907 △81,318

四半期包括利益 3,652,079 2,509,039

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,652,079 2,509,039

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,020,784 3,832,414

減価償却費 2,106,242 2,393,932

その他の償却額 53,086 57,175

のれん償却額 9,512 9,512

固定資産売却損益（△は益） △973 △1,095

固定資産除却損 60,128 2,893

投資有価証券売却損益（△は益） △100 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 94,009 △1,799

賞与引当金の増減額（△は減少） △568,287 △630,183

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 9,287 △17,617

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,326 △21,121

受取利息及び受取配当金 △23,183 △21,174

支払利息 9,195 7,394

為替差損益（△は益） △29,092 △56,123

持分法による投資損益（△は益） △29,193 △57,964

売上債権の増減額（△は増加） △1,278,122 1,221,622

たな卸資産の増減額（△は増加） △344,204 △229,483

その他の資産の増減額（△は増加） △28,751 280,889

仕入債務の増減額（△は減少） 732,319 △68,041

その他の負債の増減額（△は減少） 760,791 635,633

小計 6,552,121 7,336,864

利息及び配当金の受取額 45,648 38,283

利息の支払額 △8,997 △7,466

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,252,700 △1,675,869

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,336,071 5,691,812

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 1,128,700

有形固定資産の取得による支出 △3,098,699 △2,851,422

有形固定資産の売却による収入 2,415 1,110

有形固定資産の除却による支出 △1,573 △934

無形固定資産の取得による支出 △93,322 △37,070

投資有価証券の売却による収入 1,100 －

差入保証金の回収による収入 439 95

その他の支出 △23,639 △21,249

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,213,280 △1,780,771

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,200,000 1,140,000

短期借入金の返済による支出 △915,000 △855,000

長期借入れによる収入 － 630,000

長期借入金の返済による支出 △344,391 △321,595

リース債務の返済による支出 △181,377 △281,004

配当金の支払額 △647,962 △671,960

財務活動によるキャッシュ・フロー △888,730 △359,559

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,092 56,123

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,263,153 3,607,604

現金及び現金同等物の期首残高 22,053,811 24,173,854

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 23,316,965 ※ 27,781,459
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

支払手形 63,335千円 76,906千円

電子記録債務 66,736 89,347

流動負債その他（設備関係支払手形） 1,276 3,202

流動負債その他（設備関係電子記録債務） 1,329 3,988

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

現金及び預金勘定 24,445,665千円 27,781,459千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,128,700 －

現金及び現金同等物 23,316,965 27,781,459
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 323,981 27 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

平成29年10月27日

取締役会
普通株式 323,981 27 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 347,979 29 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

平成30年10月26日

取締役会
普通株式 323,981 27 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）および当第３四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

当社グループは、電気・電子部品の製造販売を事業内容とする単一セグメントであり、当社グループ全体で包

括的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。よって、セグメント情報の記載は省略しております。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

 １株当たり四半期純利益 300円53銭 215円88銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
3,606,172 2,590,358

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
3,606,172 2,590,358

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,999 11,999

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成30年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………323,981千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………27円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日………平成30年12月３日

（注）　平成30年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書  

  

   平成31年２月12日  

     

アオイ電子株式会社     

取締役会　御中     

    

     

 監査法人　ラットランド  

     

 
指定社員

業務執行社員
公認会計士 谷 口　　 貢 　　印  

     

 
指定社員

業務執行社員
公認会計士 美 藤　直 人 　　印  

     

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアオイ電子株
式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日か
ら平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アオイ電子株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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